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■表紙　お相撲さんがやってきた
　　　　　11月23日、老人ホームひまわり寮に二人のお相撲

　　　　さんがやってきました。

　　　　　このお相撲さんは、尾車部屋の龍風さんと猛風さ

　　　　んで、九州場所後に日向市で治療を受けるために訪

　　　　れたものです。

　　　　　二人は、まわし姿でまず、もちをつき，そのもち

　　　　の入った“ちゃんこ鍋”をつくって入所者に振る舞

　　　　いました。



つ
い
に
完
成
〃

陸
の
動
脈
「
広
域
農
道
」
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県

E
向
灘
漕
岸
北
部
第
2
第
3
地
区

　
広
域
震
道
事
業
促
進
協
議
会

髭
　
広
域
農
道
日
向
灘
沿
岸
北
部
第
三
地

区
（
美
々
津
田
の
原
～
塩
見
永
出
間
、

延
長
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し
、

十
一
月
f
六
日
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
．
．

　
広
域
農
道
口
回
灘
沿
岸
北
部
地
区

（
尾
鈴
サ
ン
ロ
ー
ド
）
は
、
西
都
市
大

口
川
～
川
南
町
塩
付
間
の
第
一
地
区
、

川
南
町
沓
袋
～
日
向
市
田
の
原
問
の
第

二
地
区
、
日
向
市
田
の
原
～
塩
見
永
田

間
の
第
一
．
一
地
区
か
ら
な
り
、
第
三
地
区

は
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
約
八
十
億
円

を
か
け
て
整
備
し
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
第
三
地
区
の
完
成
に
よ
り
、
西
都

市
大
口
川
～
日
向
市
塩
見
問
五
十
三
・

ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
、
陸
の
動
脈
と
し

て
全
線
で
供
胆
開
始
と
な
り
ま
し
た
，

広
域
農
道
の
沿
線
は
、
二
一
六
町
に
わ

た
る
県
内
有
数
の
農
業
地
帯
で
、
こ
こ

で
生
産
さ
れ
る
農
作
物
は
農
道
を
利
用

し
て
細
島
港
ま
で
運
ば
れ
、
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
に
よ
り
大
消
費
都
市
に
出
荷
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
開
通
式
の
行
わ
れ
た
ル
ー
プ

公
園
（
仮
称
）
に
は
、
竣
丁
記
念
碑
、

あ
ず
ま
屋
ニ
カ
所
、
三
十
台
収
容
の
駐

車
場
が
整
備
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
陸
の
動
脈
は
、
さ
ら
に

沿
海
北
部
地
区
と
し
て
、
口
向
市
塩
見

～
門
川
町
中
村
（
卜
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
、
門
川
町
中
村
～
延
岡
市
下
三
輪

（
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
延
岡
市
下
三

輪
！
延
岡
市
大
峡
（
十
ニ
ギ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
を
平
成
二
卜
年
度
を
目
標
に
整
備

さ
れ
ま
す
、

峯　　矧艸

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
ル
ー
プ
公
園
〔
仮
称
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東九州最大の公共ふ頭に〃

　　　　四万トンバース着工

　
九
州
で
は
じ
め
て
、
国
（
運
輸
省
第

四
港
湾
建
設
局
）
の
直
轄
事
業
と
し
て

建
設
さ
れ
る
細
島
工
業
港
の
四
万
ト
ン

バ
ー
ス
（
水
深
十
三
メ
ー
ト
ル
岸
壁
）

の
着
工
式
が
、
十
一
月
七
日
、
細
島
白

浜
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
．
．

　
計
画
で
は
、
現
在
の
ふ
頭
を
二
百
六

十
メ
ー
ト
ル
延
長
し
て
岸
壁
を
建
設
、

前
面
の
航
路
と
泊
地
の
二
十
六
・
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
水
深
十
三
メ
ー
ト
ル
に

し
ゅ
ん
せ
つ
し
、
県
が
排
出
土
砂
で
背

後
地
の
九
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
埋
め
立

て
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
，

の
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窯

「
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岸
壁
は
、
波
の
う
ね
り
を
吸
収
す
る

仕
組
み
を
も
つ
ケ
ー
ソ
ン
と
呼
ば
れ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
箱
（
高
さ
十
六

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
、
幅

十
＝
．
・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
十
四
基
並
べ

て
、
多
目
的
ク
レ
ー
ン
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
．
．

　
総
工
費
は
、
約
四
十
億
円
で
平
成
十

二
年
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
．
．

　
こ
れ
ま
で
細
島
港
は
、
水
深
が
十

メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、
大
型
船
舶
は
京

阪
神
の
港
で
一
部
荷
を
降
ろ
し
て
か
ら

で
な
い
と
人
港
で
き
な
い
な
ど
、
非
効

イ

率
的
な
輸
送
体
系
を
強
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
四
万
ト
ン
バ
ー
ス
が
完
成
す
る

と
東
九
州
最
大
の
公
共
ふ
頭
と
な
り
、

大
型
船
舶
の
直
接
入
港
な
ど
効
率
的
な

輸
送
体
系
が
さ
ら
に
整
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
東
九
州
自
動
車
二
等
の
整
備

に
対
応
で
き
る
港
湾
と
な
り
、
あ
わ
せ

て
海
上
輸
送
の
拠
点
と
し
て
地
域
経
済

や
文
化
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
，

’
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則
細島港

四
万
ト
ン
バ
ー
ス
着
工
式
安
全
祈
願
祭
で
礎
石
投
入
を

行
う
三
樹
市
長
ら

商業港地区

細
島
工
業
港
白
浜
地
区
の
整
備
計
画
図
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よ
み
が
え
れ
空
き
缶

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
平
成
五
年
一
月
、
平
成
六
年
【
月
に

そ
れ
ぞ
れ
資
源
回
収
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、
平
成
六
年
十
月
か
ら

は
、
資
源
回
収
実
施
地
区
を
指
定
し
分
別
収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
を
市
内
全
域
に
拡
大
し
て
い
く
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
地
区
で
分
別
収
集
が
実
施
さ
れ
る
と
き
あ
わ
て
な

い
よ
う
に
、
分
別
収
集
の
ご
み
の
出
し
方
を
も
う
一
度
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

’　

酔

，舶 毎
年
、
増
加
し
て
い
る
ご
み

　
平
成
五
年
度
の
日
向
市
の
ご
み
の
量

は
、
燃
え
る
ご
み
・
二
万
一
千
四
百
ミ

ト
ン
、
燃
え
な
い
ご
み
・
二
千
九
百
九

卜
三
ト
ン
で
す
。
全
国
的
に
見
て
も
、

産
業
・
情
報
の
発
達
に
よ
る
紙
ご
み
の

増
加
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
市
場
は

ん
濫
に
よ
り
、
ご
み
の
量
は
、
毎
年
、

全
国
平
均
で
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
対
前
年

比
）
、
日
向
市
で
も
一
．
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
同
）

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
を
処
理
す
る
の
に
、
　
一
ト

ン
当
た
り
燃
え
る
ご
み
で
約
一
万
八
千

決
め
ら
れ
た
日
・
場
所
・
時
間
に

　
ご
み
出
し
は
、
決
め
ら
れ
た
1
1
、
決

め
ら
れ
た
場
所
、
決
め
ら
れ
た
時
間
に

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
　
　
．
．
闘
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
．
．

　
分
別
収
集
の
ご
み
出
し
に
は
、
特
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．
．

一．

ｪ
別
収
集
を
す
る
資
源
物
は
、
空

き
缶
（
ア
ル
ミ
缶
の
み
）
と
空
き
び
ん

（
再
利
用
び
ん
を
除
く
茶
色
、
無
色
・

透
明
、
そ
の
他
）
の
四
種
類
で
す
．
．

．
一
．
収
集
日
は
月
一
回
で
、
当
日
の
朝

八
時
．
．
一
十
分
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
資
源

挿
，
’

マ
．
内

円
、
燃
え
な
い
ご
み
で
約
二
万
六
千
円

の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
り
、
自
ら

処
分
し
た
り
し
て
ご
み
の
量
を
減
ら
す

こ
と
が
、
明
る
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
り
ま
す
。

混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源

　
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に
、
市
で
は

資
源
物
を
分
別
収
集
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
資
源
回
収
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
奥
野
、
　
西
＋
早
場
、
山
下
、
　
比
白
凪
、
什
化

回
収
所
の
コ
ン
テ
ナ
に
四
種
分
別
し
て

出
す
こ
と
．
．

＝
．
．
中
身
が
残
ら
な
い
よ
う
に
軽
く
水

洗
い
を
す
る
。

四
．
び
ん
の
ブ
タ
や
栓
な
ど
は
、
取
り

外
し
て
不
燃
物
の
日
へ
．

五
．
ご
み
出
し
に
使
っ
た
袋
な
ど
は
、

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
．
．

環
境
人
と
し
て
の
取
り
組
み
を

　
ご
み
問
題
は
、
環
境
問
題
で
す
。
ご

み
を
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で
減
量
し
て
い

く
こ
と
が
、
施
設
や
埋
め
立
て
場
の
延

ケ
丘
、
櫛
の
山
団
地
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
十
月
か
ら
は
、
資
源
回
収

実
施
地
区
と
し
て
工
高
地
区
の
商
店
街

や
そ
の
周
辺
で
分
別
収
集
を
開
始
し
て

い
ま
す
，

　
ア
ル
ミ
缶
一
個
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
四

十
ワ
ッ
ト
の
電
球
十
二
時
間
分
の
電
気

が
節
約
で
き
、
古
紙
一
ト
ン
で
直
系
十

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
立
木
二
十
本
の

節
約
に
な
り
ま
す
，

　
ご
み
を
し
っ
か
り
と
分
け
て
出
す
こ

と
が
、
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
自
然
環
境

を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
．
、

命
化
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
省
エ
ネ
効

果
に
よ
る
資
源
の
節
約
が
、
地
球
規
模

で
の
環
境
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
．
、
自
然
環
境
保
全
の
た
め
に

も
、
紙
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
有
価
物
の

使
い
捨
て
は
や
め
た
い
も
の
で
す
．
．

　
ご
み
を
捨
て
る
と
き
、
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
．
も
の
を
大
切
に
す

る
心
掛
け
か
ら
す
で
に
環
境
人
と
し
て

の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
．
．

　
ご
み
の
出
し
方
や
分
別
収
集
等
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
市
清
掃
課

（
容
内
線
2
6
6
1
）
へ
．
．

’

空き缶や空きびんの分別方法

一　　　，ﾏ

ア
ル
ミ
缶

茶色
ﾌ
び
ん

無色
ｧ明
ﾌ
び
ん

黒水色

ﾎなど

ｻの他の

ﾑん

資源ステーション（集積場）は、可燃ごみ・不燃ごみステー

ションと異なる場合が多いので、「資源回収集積所」の黄色の

旗かコンテナを目印に出しましょう。

平
成
7
年
度

保
育
園
児
の
募
集

　
市
は
、
来
年
4
月
か
ら
入
園
す
る
保

育
園
児
の
入
園
申
請
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

　
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
串
請
用

紙
を
市
福
祉
事
務
所
か
最
寄
り
の
保
育

所
で
受
け
取
り
、
一
月
三
十
一
目
ま
で

に
市
福
祉
事
務
所
へ
提
出
し
て
下
さ

い
，

■
入
園
で
き
る
基
準

　
保
護
者
及
び
同
居
の
親
族
が
、
昼
間

働
い
た
り
、
長
期
の
病
気
、
出
産
な
ど

の
理
由
の
た
め
、
家
族
で
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
幼
児
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
か
、

集
団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
た
い
な
ど
の
理

由
で
は
、
入
園
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
．
、

匿
受
付
期
間

　
平
成
7
年
1
月
5
日
か
ら
3
1
口
ま
で

■
受
付
場
所

　
市
福
祉
事
務
所
、

17

ﾔ
窓
口

■
問
い
合
わ
せ

　
市
福
祉
事
務
所
児
童
母
子
係

線
2
1
6
4
）

■
保
育
園
（
所
）
と
募
集
定
員

▽
L
町
保
育
所

▽
細
島
保
育
所

▽
日
知
屋
保
育
所

▽
岩
脇
保
育
園

▽
財
光
寺
保
育
園

▽
高
松
保
育
園

▽
正
八
，
心
寺
保
育
園

▽
美
々
津
保
育
園

▽
塩
見
保
育
園

▽
ひ
よ
こ
保
育
園

▽
心
高
保
育
園

▽
H
向
台
保
育
園

▽
中
原
乳
児
保
育
園

　
　
（
3
歳
未
満
児
の
み
）

▽
長
江
保
育
園

▽
大
王
谷
保
育
園

▽
伊
勢
ケ
浜
保
育
園

▽
往
還
保
育
園

▽
比
良
保
育
園

▽
日
向
保
育
園

（
容
内

60

l
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〈
乳
児
保
育
〉

　
お
お
む
ね
生
後
3
カ
月
以
し
の
乳
児

を
受
け
入
れ
ま
す
。

（
実
施
予
定
保
育
所
）

　
ヒ
町
、
岩
脇
、
財
光
寺
、
高
松
、
ひ

よ
こ
、
目
向
台
、
中
原
乳
児
、
伊
勢
ケ
浜
、

往
還
、
比
良
、
日
向

〈
時
間
延
長
保
育
〉

　
竿
後
6
時
置
超
え
る
保
育
（
最
長
午

後
7
時
ま
で
）
を
実
施
し
ま
す
．
．
た
だ

し
、
経
費
の
一
部
が
保
護
者
負
担
と
な

り
ま
す
．
、

（
実
施
予
定
保
育
所
｝

　
上
町
、
財
光
寺
、
ひ
よ
こ
、
目
向

45
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瀦
諺
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と

（
の
対
応

　
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
青
少
年
の
非
行
等
の
問
題

行
動
が
全
国
的
に
も
大
き
な
社
会
問
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
B
向
市
に
お
い
て
も
例
外
と
娃
．
．
．
］

え
な
い
状
況
で
す
．
．

　
し
た
が
っ
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
の
連
携
の
も
と
に
非
行
防
止
を
は

じ
め
、
青
少
年
の
問
題
行
動
の
早
期
解

決
に
向
け
て
組
織
的
な
取
り
組
み
を
一

層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
．
、

そ
こ
で
、
日
向
市
に
お
け
る
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
的
と
す
る
組
織
的
活
動

及
び
教
育
相
談
活
動
体
制
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
，

〈
教
育
委
員
会
の
教
育
相
談
事
業
〉

　
文
部
省
、
県
教
育
委
員
会
の
指
定
を

受
け
、
…
校
関
係
者
、
保
護
者
、
児
童

生
徒
の
悩
み
や
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
教
育
相
談
指
導
員
（
市
二
名
委
嘱
）

を
配
置
し
、
巡
回
教
育
相
談
を
通
じ
て
、

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
図
る
事
業
で

す
．　
こ
れ
は
、
学
校
や
家
庭
か
ら
の
希
望

に
応
じ
て
専
門
指
導
員
が
訪
問
し
、
登

校
拒
否
、
下
司
や
い
じ
め
、
非
行
等
へ

の
対
応
に
つ
い
て
相
談
を
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
，
ま
た
、
各
小
中
学
校
と

も
児
童
生
徒
や
父
母
の
相
談
に
対
応
で

●

畢

　
ト
一
，
月
一
．
日
、
第
一
同
財
光
寺
南
上

地
区
画
整
理
評
価
員
会
が
行
わ
れ
、
評

価
委
員
に
＝
一
樹
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
評
価
天
女
員
は
、
学
識
経
験
者
と
し
て

米
良
幸
憲
氏
（
日
向
土
木
事
務
所
用
地

課
長
）
、
林
　
利
夫
氏
（
不
動
産
鑑
定

士
）
、
市
か
ら
田
中
昭
二
郎
収
入
役
、

東
弘
税
務
課
長
、
矢
北
明
載
土
地
開

発
公
社
専
務
理
事
の
五
名
で
、
区
画
整

理
審
議
会
の
同
意
を
得
て
、
市
長
が
選

任
し
た
も
の
で
す
，

　
評
価
員
会
は
、
市
が
進
め
る
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
施
行
者
で
あ
る
市

（
事
務
1
4
・
甲
斐
誠
二
区
画
整
理
課
長
）

き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
．
．

〈
日
向
市
青
少
年
問
題
協
議
会
〉

　
市
内
の
青
少
年
に
関
す
る
諸
問
題
を

総
合
的
に
検
討
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
組

織
で
、
事
務
局
は
市
役
所
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
．
．

　
市
長
を
含
め
て
関
係
機
関
の
協
力
の

も
と
五
十
名
の
委
員
を
も
っ
て
構
成

し
、
青
少
年
健
全
育
成
の
強
化
対
策
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組

織
的
活
動
と
し
て
青
少
年
非
行
の
未
然

防
止
の
た
め
に
夜
間
街
頭
補
導
、
有
害

図
書
類
の
自
動
販
売
機
撤
去
運
動
な

ど
、
警
察
署
委
嘱
の
地
区
補
導
員
（
五

卜
一
名
）
と
市
委
嘱
の
補
導
員
（
八
十

「
名
）
を
中
心
と
し
た
青
少
年
補
導
及

び
地
域
環
境
浄
化
活
動
を
日
向
市
防
犯

協
会
や
市
生
徒
指
導
主
事
会
等
と
の
連

携
の
も
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
口
向
市
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
教
育
相
談
事
業
や
組
織
的
活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
家
庭
や
学
校

に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
問
題
や
家
庭

教
育
ヒ
の
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
麿
内
線
2
4
1
5
）
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
．
．

r－

レ
蓉
レ
下

妻

が
、
換
地
計
画
に
お
け
る
清
算
金
や
保

留
地
の
処
分
価
格
な
ど
に
対
し
て
の
意

見
を
聴
く
諮
問
機
関
で
す
。

　
財
光
寺
南
ヒ
地
区
画
整
理
事
業
は
、

平
成
四
年
卜
二
月
に
建
設
大
臣
の
認
可

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
換
地
設
計
の
準
備

を
進
め
る
ほ
か
、
関
係
権
利
者
の
意
見

を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
区
画
整

理
審
議
会
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
審
議
会
や
評
価
員
会
の
意

見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
換
地
設
計
基

準
及
び
土
地
評
価
基
準
の
作
成
、
換
地

設
計
な
ど
を
行
い
、
平
成
七
年
度
に
は

一
部
の
に
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
．

嬉
地
ン
勾
毒

メ
療
一

稼
劉

い　ほう　し

癩坊市概況

、
、
ー
ノ

　
　
　
　
6

β
，
風

　
　
　
　
　
　
入
－
．

ご
▽

　
先
月
か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て
日
向
市
に
勤
務
し
て
い
る
劉
偉
地
さ
ん
に
、
今
回

か
ら
原
稿
を
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
劉
さ
ん
は
、
友
好
都
市
灘
坊
市
の
出
身
で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
灘
坊
市
の
歴

史
や
日
本
と
の
文
化
の
違
い
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
灘
坊
市
や
中
国
の
こ
と
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
維
坊
市
は
、
山
東
省
の
直
轄
市
で
あ

り
、
世
界
的
に
有
名
な
凧
の
都
で
す
．
、

山
東
半
島
の
沿
海
開
放
地
区
に
位
置

　
　
　
ゴ
さ
っ
　
　
　
け
　
　
　
　
ム
　
　
　
ナ
　
　
ノ
　
　
　
コ
　
　
　
　
が
　
し
　
　
　

し
、
灘
城
、
奎
文
、
寒
亭
、
坊
．
r
の
四

　
　
　
　
　
ニ
ヒ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ
　
　
　
ニ
ノ
　
よ
ヘ
　
　
ナ
　
ん
き
タ
つ

つ
の
区
と
寿
光
、
育
州
、
諸
城
、
安
丘
、

ニ
　
　
み
ダ
　
　
　
　
ド
ホ
っ
ご
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

高
密
、
里
下
の
六
つ
の
市
、
昌
楽
、
軍

事
の
二
つ
の
県
を
管
轄
し
て
い
ま
す
，

　
総
面
積
は
約
一
万
五
千
㎞
で
、
総
人

口
は
八
百
十
六
万
入
，
温
帯
大
陸
季
節

気
候
区
に
あ
り
、
年
間
平
均
気
温
卜
二

度
、
年
間
平
均
降
雨
量
六
．
白
㎜
前
後
。
、

　
冬
は
寒
く
雪
が
降
り
、
春
は
乾
燥
し

ま
す
。
で
も
黄
砂
の
嵐
は
あ
り
ま
せ
ん
．

夏
は
、
最
高
気
温
が
四
十
度
近
く
ま
で

E
が
り
ま
す
，

　
学
校
は
小
、
中
、
高
校
合
わ
せ
て
約

六
千
校
と
、
大
学
が
三
校
、
専
門
学
校

が
一
．
十
一
校
あ
り
ま
す
。

　
灘
坊
は
資
源
や
産
物
が
豊
富
で
、
中

　
観
光
地
と
　
r
一
　
中
国
南

方
と
北
方
の
造
固
建
筑
木
の
特
色

を
兼
ね
備
…
え
た
L
－
笏
固
と
山
東

省
最
L
人
の
石
窟
と
．
．
．
．
］
わ
れ
て
い

る
諸
山
と
丁
∫
門
山
の
仏
像
、
楊

家
屋
の
木
版
年
鑑
と
凧
の
製
作

，
所
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
自
然

　
の
「
万
巻
宝
書
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
山
薬
占
生
物
化
石
や
世
界
最

大
の
恐
竜
化
石
が
あ
り
ま
す
．

　
毎
年
四
月
．
一
卜
日
か
ら
開
催
さ

　
れ
る
凧
上
げ
大
会
は
、
そ
の
独
特

　
都
市
の
基
礎
施
設
等
は
よ
く
整
備
さ

れ
て
い
て
、
山
東
半
島
を
横
断
す
る
済

南
か
ら
青
島
ま
で
の
膠
済
鉄
道
と
済
巨
目

高
速
道
路
が
灘
坊
を
通
っ
て
お
り
、
交

通
の
ア
ク
セ
ス
は
す
ご
く
便
利
で
す
．
．

　
海
運
に
つ
い
て
は
、
現
在
小
型
の
ふ

頭
が
一
．
一
ヵ
所
あ
り
、
新
し
く
離
坊
北
港

を
建
設
中
で
す
．
空
港
の
拡
張
工
事
は

す
で
に
完
成
し
て
、
現
在
維
坊
空
港
か

　
　
　
　
し
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ド

ら
北
京
、
無
錫
、
仏
山
行
き
の
航
空
便

が
そ
れ
ぞ
れ
週
二
便
あ
ー
ー
ま
す
．

　
　
　
　
　
し
ζ
よ
、

国
の
重
．
要
な
農
産
地
と
し
て
九
・
一
一
、
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
で
小
麦
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
　
L
人
．
口
早
、
　
綿
、
　
弗
某
煙
柚
早
レ
｝
数
種

類
の
果
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
．
、
海
岸

線
の
長
さ
は
百
レ
．
二
㎞
で
、
大
止
エ
ビ
、

臭
素
、
海
曹
の
産
地
と
し
て
も
中
国
で

は
重
要
な
位
置
を
占
め
ま
す
。
鉱
産
資

源
に
つ
い
て
は
サ
フ
ァ
イ
ア
、
重
晶
石
、

花
…
岡
岩
な
ど
の
貯
蔵
量
は
山
東
省
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
石
油
や
天
然
ガ
ス

の
貯
蔵
量
も
豊
富
で
す
．
、

　
早
業
は
軽
工
業
、
紡
績
、
機
械
、
電
子
、

化
学
工
業
、
建
築
資
材
の
六
業
種
を
柱

と
し
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
や
塩
業
、
海
洋

化
学
工
業
等
の
発
展
も
進
ん
で
い
ま

す
。
外
国
と
の
合
弁
企
業
は
千
五
百
社

を
数
え
、
そ
の
中
で
も
ア
メ
リ
カ
、
台

湾
、
韓
国
と
の
合
弁
企
業
が
一
番
多
い

で
す
．
．

な
民
族
的
魅
力
を
も
つ
p
数
万
人
も
の

国
内
外
の
観
光
客
を
引
き
つ
け
ま
す
、
．

　
灘
坊
市
の
外
国
と
の
交
流
は
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
．
．
現
在
、

日
本
の
日
向
市
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
の

フ
エ
ブ
ロ
市
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
シ
ン

地
区
と
も
友
好
都
市
を
締
結
し
て
い
ま

す
，
ま
た
、
来
年
は
韓
国
の
安
養
市
と

も
友
好
都
市
を
締
結
す
る
見
込
み
で
す

　
日
向
市
の
皆
さ
ん
、
是
非
灘
坊
市
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
．

6

山東省略図
占

　　　　　ン

／
f

　　　！「　　　！，「
　　r’s’．
　．ノ
　〔

　z’・
　／’

・（＿
1　　■

　　へ．）

　’

i勃冊

　　．脳台

　醜．、む
坊

　　肖．島
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日向路だより
【門川町】

かどがわ日曜朝市の初商

　平成7年の初商は、中山神社

大祭にあわせて、1月7日（．b

午前7時から9時まで商工コ
ミュニティセンターAPIO．前

広場で開催します，

　年の初めのお買い物に、ぜひ

ご家族連れでお越しください．、

陳郷町】

牧水ロードレース大会

　第15回牧水ロードレース大会

が、牧水公園を会場に2月12日

（日）開催されます，

　出場者を募集していますの
で、お早目にお申し込みくださ

いコ

◇申込期限＝1月25日旨水1

◇申込・問い合わせ＝町教育委

員会生涯教育係〔麿69－22901

【南郷村】

百済の里の「師走まつりJ

　別れ別れに漂着した百済五族

父子を祭る神門神社と木城町目

木神社が、年1回催す祭り「師

走まつり」カ｛、　1月20H－22｝i

に行われます。

　自済の里づくりの発端となっ

たこの祭りは、90kmも離れた木

城町島木神社（第一ゴ・・福智王｝

から、父・禎嘉玉を祭る神門神

社へ訪ねてくる儀式であり、

年々観光客が押し寄せ盛大に
なっています，

　特に一番のクライマックスは、

20H午後6時…から行才．）れる「迎

え火」で、祭りの雰囲気を・段

と引き立て、見る人に勇壮な感

じを与えてくれるものです，

　また、この師走まつりを題材

にした「百済の里フォトコンテス

ト」も実施しますので、ぜひ百済

の里南郷村へおいでください．

7
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諺／／

ハ∠

　凝愚
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．

噸
帯渉
琶

m　
　
　
献
暗

狸
－一．

文化財についての間い合わせば市社会薮育課（8内繧242のへ

　
猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
た
と
思
っ
た
ら

今
度
は
妙
に
暖
か
い
欠
か
や
っ
て
き

ま
し
た
、
　
一
昔
前
に
．
．
．
．
目
わ
れ
て
い
た

哨
陵
冬
異
変
」
ど
こ
ろ
で
は
な
く
て

ま
さ
に
「
異
常
気
象
」
の
毎
B
一
．
」
す

が
、
遺
跡
の
発
掘
作
州
に
と
っ
て
は

暑
く
も
寒
く
も
な
い
こ
ん
な
季
節
が

B
取
占
同
’
で
詣
9

　
さ
て
、
今
回
は
ま
た
ま
た
う
れ
し

い
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
，

　
先
月
末
か
ら
農
地
整
備
事
業
に
先

立
ち
、
事
前
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
い
た
塩
見
地
区
の
口
無
B
遺
跡
か

ら
と
て
つ
も
な
く
占
い
三
代
の
遺
物

が
発
見
さ
れ
た
の
で
す

　
奥
野
B
遺
跡
は
、
も
と
も
と
㌍
市

を
代
表
す
る
占
代
遺
跡
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
幅
．
五
メ
ー
ト
ル
、
．
長

ン．

A
七
ト
メ
ー
ト
ル
の
農
迫
予
定
地
か

ら
旧
石
器
時
代
の
ナ
イ
フ
や
ハ
ン

マ
ー
な
ビ
多
数
の
．
4
1
器
が
出
土
し
た

の
瓦
す
．
．
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
石
器

が
発
見
y
、
、
れ
た
の
は
一
．
暗
色
帯
一
と

呼
ば
れ
る
黒
く
て
堅
い
上
の
下
に
あ

る
淡
い
褐
色
を
し
た
粘
⊥
層
曳
し
た
．
．

　
こ
の
「
聖
旨
帯
」
は
理
秤
築
的
な

測
定
に
よ
．
り
二
．
々
．
．
．
r
年
か
ら
二
．
々

．
九
τ
年
は
レ
嗣
の
地
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　11月22日，今年度の日向市優良従業員の表彰式が，

まし才こ。

　今年度は，男性37名、女性10名が表彰され，代表の米山実さん　上日向

自動車．i、仲摩孝子さん南日本八ム．が、賞状と記念品を受け取りました

　また、47名の代表として米山さんが，「身の引きしまる思いです、家候

に感謝します、」と、お礼の言葉を述へられました。

レ心新たに

　戴帽式
　12月8E、

日向准看護学

咬の戴帽式
が、文化交流

センターで行
われました、

　看護掌骨に

　＜平成6年度の
　日向市優良従業
　員を表彰

中央公民館て行われ

ノ繍
　　　　．　　、ぜ～レ詣『

貿＿〆．4～」　［i貸
　　　　　　　　　　　　　あらためて決意を自
　　男子11名、女子31名が式に臨みました

入学後、一定の基礎教育を履修した現地点において、

覚する戴帽式，今年は，

　戴開式は，ヨーコッパで修道女がイ八うの冠をいただき，一生神に仕え

る誓いをたてたことに由来します。

季尾　杉で　蒔｛　山　1里　　本　切　i「【1　イヒ

　　　’き＝　　洋　　　　臼　ケ
木　1！｝〔　士坊　　ド　［畏］　町．　1　田1　丘

日黒駒吉村遠赤黒「取

高．イく田田LI膝木木イく

詞花　サンシイ房乏マ
彦．r滉空蝉竺行羊

豪武ケ　三美忠只定宮

史佐サ郎好雄義行郎

地

区

喪

主

故
人

愛の

ご寄付
　　　　く敬称略〉

香典返し（11月30日目　　在）

〈社会福祉協議会言分〉

新春かるた大会

　恒例となりました「新春小倉

．百人一．首大会」が、1月6日（金）

午前10時から市中央公民館で行

われます．入場は無料で，どな

たでも参加できます，

　お気軽においでください。

比　ヒ別楓八堀比［ゴリ
良　　　　　　　　・　　江
匠rf　　田r　　1ff　　 イく　　坂　　．ノ∫　　上乏　　田丁

臼　山荻黒小中栗那

占内原木田村谷須
攻少　兼　　ト　安　守＝　ノk　春・ハ

　　　シ　　　代　　ル
∫・夫予夫人ゴ・［lf工

ツ好光ナ晴、1、｛岩
マ　　　　　　　　　瀬
工∫・治ヲ美　枝剛

「 1一一一

ドーH
’；コ

▲皆さんの声を市政に反映

　市民の皆さんのこ意見を市政に反映させる
ため、11月14日から25日まての8回　各地区

’羅八

　k護

☆広報ひゆうがに載った写真
　を差し上げます。

★連絡先／市企画課・広報統計
　係君52－2111内線2213

に套臆墾舞漁二半櫨。。。。。。の。。。意。鵬r四廟
ながら日向市のまちづくりについて話し合いました．

。　≧

癖、』・ｦ
訣

．露‘　　　　　　　　　　　　曜
▲自分を見つめ直すことができました。数々の講演会
　11月から12月にかけてさまざまな講演が行われています　今月も、7巳には永

山晶彦氏、永〕」倫太郎氏の一しなやかに、したたかに．」、9日には大谷昭宏氏の「み

んなの命，輝くために」、UEiには永畑道子さんの「いま，親か問われていること」

の講演かありました，

　それぞれの講演ては，障害者、差別．いしめなと　今私たちか本当に知らはけ

れはならない現実や勇気っけられる話かあり．参配した人たちは熱心に闇き入っ

ていました、．写真は，左から大谷氏，永山晶彦氏、永炬さん

鬼
。

。・　
意
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献血は心の贈りもの
　　1月のスケジュール

10：00～11：3D20日全　NTT日向営業所

　　　南　日　本　ハ　ム

・26日木JA日向本所

　　　マルセンボウル日向

　　　渡　辺　病　院

13：00～16：00

10：00～12：00

13：30～14：30

15：0D～16：00

11月中の交通事故く日向紛

発　生　死　亡　負傷者　物損事故
29蜜事　　 2／k　　 30ノ、　　1〔｝4f牛

1：一】l　！十2｝　　1－7）　！一一5

橋f誠

　　　　　　　　　　　｛
▲お仕華がんばってください
　日月22日，勤労感謝の巳を前に、日向力トリッ

ウ幼魚園の子ともたちが三二市長へ花漂贈呈の

ために市長室を訪れました、

　この日、年長組の29人の国見かrいつもお仕

事ごくろうさまてす、」と元気な声て花束を渡す

と、市長も「ありがとうこさいます、」と、にご

やがに答えていました、

　　　え山　くたう上るつ▽カのこ　く
交る節▽一いしはエリボルつ▽▽児
　　＿）や般くのやイサノとておシ童
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　　　　く国く軽く臨く金く

老齢基礎年金の受動資格を教えて

Q．老齢基礎年金はどのようなときに

受けられるのでしょうか。

A．保険料を25年以上納めることが必要

です。

　老齢基礎年金は、保険料を納めた期間と，

保険料を免除された期間、それにカラ期間

等を合わせて25年以上ある人に支給されま

す。

　支給を開始する年齢は原則として65歳か

らですが、本人の希望により66歳以降に繰

り下げて増額された年金を受け取ること

や、65歳前に繰り上げ請求して減額された

年金を受け取ることもできます。

※カラ期間（合算対象期間）については、

1月号でお知らせします。

　詳しくは、市民課年金係（a内線213

7）へおたずねください。

●保健婦だより●

　師走にぼいり、これからアルコールと

の付き合いが多くなる時期です。上手に

飲んで、翌日に影響がないようにしま
しょう。

　　　〈お酒に飲まれない飲み方＞

1．日本酒なら1日1合（180mの、ビー

　ルなら1本、ウィスキーならダブルで

　1杯が目安。

2．イッキ飲みは、急性アルコール中毒

の可能性が高い。マイペースでゆつく

　り飲みましょう。

3．深夜まで深酒をしない。二日酔いの

　もとになる。

4．飲みながらのタバコは厳禁。

5．空腹時での飲酒は、胃に負担をかけ

悪酔いの原因。“飲むなら食べる”L食

べないなら飲むな”は鉄則。特に野菜

　や果物はお酒の友に。

6．お酒を飲みながらの薬は禁物。

7．強いお酒は水や湯で割って飲む。

8．たまには夫婦で晩酌を楽しもう。

π

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げヂ　　　　　　　　；70言　　　　　　　　．一二………i藝ii…1．一麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m匹　　　　　　　　　　　田　　粛　　　弼　　　　．．．．．．．．．．．．．．．．．　．：．．譲．．

　今年も激動の一年でした。
’　政界では、新連立による村lh首相が誕生し、旧連立が新党

を結成．しました。スポーツ界では、長嶋巨人軍の優勝、貴ノ

花関の横綱昇進。また、日本人女性初の宇宙飛行．一L、向井千

秋さんがスペースシャトルで宇宙に飛び出し、大江健三郎さ
んがノーベル文学賞を受賞しました。

　第3次総合計画の4年目である日向市も、その整備目標に

向かって大きな弾みをつける一年となりました、
　そこで、今年一年の日向市の10大ニュースを選んでみました、，

《日向市10大ニュース》

・細島一釜山コンテナ定期貨物船就航（1月）

・たいえい橋完成（3月）

・市街地国道10号線完全4車線化（3月）

・鵜毛地区に営農飲雑用水施設完成（5月1

・第1回日向市子供市議会開催（8月）

・宮崎県北地方拠点都市地域指定（9月）

。白浜港4万トンバース着工（ll月）

・広域農道口受灘沿岸北部第3地区完成ql月）

。はしご付き消防ポンプ自動車を配備（12月）

・黒木知宏君（財光寺中出身）、織出淳哉君旧向高校出身）

　ドラフトによリプロ野球球団に入団（12月）

IIIIIII川陣川1川IIII川II開Illllllllllllllll陣IIIII川IIIIIIIII川1川lllll叫IIIIII川1川II川Illllll川llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll川IIIIIIIII川1川II龍IIIIIIIIIIIIIIIIIIIII川IIIIIIIIIIII

　　　市役所産家．年始の業覇です

　市役所の年末・年始の業務は、次のとおりです。
仕事納め■12月28日｛水｝　仕事始め■1月4帥水｝

【窓ロ業務】

　市税、国保税は12月29日とユ2月30日の2日間〔午前9時か

ら’卜後3時まで〉、税務課で受け付けます．

　戸籍の届け（出生届、死亡届）は、警備員室〔市役所正面
玄関横）と岩脇、美々津支所で受けfJ．けます。

【水道の故障など】

　年末・年始の水道修理当番表です。

8：00－　13：〔」0 13：00～　17．U〔1

月　　日
当　番　店 逮絡箆

’l

鉛ﾔ　店 連絡先
糠6≒三山29日 H向管工事協「司縄臼 52－2556 ヨ向｛汀E拝協同組∫7 52－2556

朗3〔．1日 有限会社新設備工業 52－72．日 細島水道設備 52－1276

朗：川 富高水道工務店 52－3【51 アイワ株式会社 52－6677

’i咳「年11D日 丸善水道［業 52－1528

］月2日 あべ水道設幡 51－6595 漱会lr＝ヴマ二一 5．一一〔〕〔〕98

1月3日 日向総含設備 5卜32B 株式会社、正∫田1二業 52－2773

1月．1日 珠式会肺澗水道喋 5．1－225婁 株式会社日備 52－3235

［月5H 株式会社ビスイ 52－8815 有限会杜昭栄設備1業 53－3683

【ごみ・火葬場】

◇ごみ収集■年末は30日まで、年始は1月4日から平常どお

り収集します。

◇ごみの持ち込み■清掃センター、不燃物処理場ともに、12
月30日までは午前8時30分から午後4時まで、31日は’r前8

時30分から正午〔閉門します）まで持ち込みできます。年始は、

1月4日から平常どおり持ち込みできます。

◇東郷霊苑■1月1日、3日、5日は休みます。

「
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、
ン

　
　
励

へ
、勧〆か融

烈
越 1二〔・　〔」

’）L
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精
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窺

撒、蜘日向市ジユﾌ；当；誤記⑱

り発足はいつですか
　昭和5．1年9月です　現在までにll）0人以ヒの卒業生

がいます
，PRをどうぞ
　小学生以トのゴ・どもたちのお兄さん、お姉さんと
して、ゴ．ビも会の関係する行事で、レクリエーシコ
ンなビのお手f云いをしています．　現在、市内の中
学1年から高校3年までのゴ・ども好きな男女33人で
十薄b父していま一≠．

　モノトーは、いつでも笑顔を絶やさないというこ
とです

　」’・どもたちの交流に役・ 1ちたいと思って活動し始
めたのですか、自分たちの交流にもなってた変仲良
く活動しています　このクラフ．に入ると、はじめ内
気だった人もじょじょに積極的になってきているみ
たいです
　各地区からの要請があればすぐに飛んでいきます
また、やる気のある人、r・ども好きな人も募集してい
ます連絡は、社会福祉協議会・谷【n盈522572）へ

（
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／　　
　
れあ報主月ず市役所は冠52－2111（代表）です。

お
し
ら
せ

●
ご
存
じ
で
す
か
？
最
低
賃
金

　
県
に
は
、
県
内
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
宮
崎
県
最

低
賃
金
と
、
特
定
の
産
業
に
働

く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
産
業

別
最
低
賃
金
が
あ
り
ま
す
。

　
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
・
臨
時
な
ど
を
含
め

た
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
使
用
者
は
、
こ
の
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◇
宮
崎
県
最
低
賃
金

　
　
日
額
　
　
　
4
3
2
4
円

　
　
時
間
額
　
　
　
5
4
1
円

◇
産
業
別
最
低
賃
金

　
▽
肉
製
品
・
乳
製
品
製
造
業

　
　
日
額
　
　
　
4
5
4
0
円

　
　
時
間
額
　
　
　
5
6
8
円

　
▽
製
糸
業
・
紡
績
業

　
　
日
額
　
　
　
4
5
8
0
円

　
　
時
間
額
　
　
　
5
7
3
円

　
▽
電
気
機
械
器
具
製
造
業

　
　
日
額
　
　
　
4
6
6
1
円

　
　
時
間
額
　
　
　
5
8
3
円

　
▽
各
種
商
品
小
売
業

　
　
日
額
　
　
　
4
5
5
9
円

　
　
時
間
額
　
　
　
5
7
0
円

　
▽
自
動
車
小
売
業

　
　
日
額
　
　
　
4
7
8
5
円

　
　
時
間
額
　
　
　
5
9
9
円

　
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
に

対
す
る
割
増
賃
金
、
賞
与
な
ど

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
は
、

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
最
低
賃
金
に
対
す
る
問
い
合

わ
せ
ば
、
宮
崎
労
働
基
準
局
賃

金
課
（
8
0
9
8
5
1
2
4
1
2

2
0
5
）
ま
た
は
、
延
岡
労
働

基
準
監
督
署
（
君
0
9
8
2
1
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3
3
1
）
へ
．
、

幽

　NHKテレビ（BS）の「あさごはん

だいすき」の公開録画が行われます。

◇と　き　1月18口（木）乍後1時から

◇ところ　市役所前広場

（雨天時は市中央公民館〉

◇放送日　1月23日（月）午前8時から

問
）
の
た
め
に
中
途
障
害
者
と

な
っ
た
従
業
員
の
採
用
の
継
続

を
図
る
制
度
で
す
．
．

　
中
途
障
害
者
の
た
め
の
作
業

施
設
設
置
・
設
備
購
入
改
善
、

こ
の
ほ
か
、
職
務
開
発
・
訓
練

指
導
な
ど
職
場
適
用
措
置
を
行

う
事
業
主
に
助
成
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
．
、

　
申
請
期
間
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
場
合
は
至
急
最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
、
ま

た
は
財
団
法
人
宮
崎
県
障
害
者

雇
用
促
進
協
会
（
燈
0
9
8
5

1
2
9
1
9
0
5
2
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
．
、

’2

．
．
．

●

8’＝
ド

●
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
障
害
者
一
雇
用
継
続
助
成
金

　
企
業
に
採
用
さ
れ
た
後
、
業

務
災
害
・
疾
病
な
ど
（
理
由
不

　　　　　　　へ　ふ
自バラウイズ、一1一’礪鼠

㊥⑧　⑳　　‘と紹

　日本国民で年酪満20年以上の者で引き続き

3カ月以上市町村の区域内○住所を有する者

は、その属する地○公共団体の議会の議員及

び長の選○権を萄する。　　　　（法国9条）

　上の○にはどんな文字があてはまります
か？答えをハガキに書いて　〒883日向市本

町10番5号　E］向市役所選挙管理委員会あて

1月10Bまでにお出しください。正解者多数

のときは、抽選で3人の方に記念品をさしあ
げます。

　なお、ハガキには住所・氏名・年齢と電話

番号をはっきり記入してください。

　先月号は「挙」「め」「見」が正解で、応募24

人、正解τ9人でした。抽選の結果次の方に記

念品をさしあげます。　　　　　（敬称略〉

①木佐貫ヨシエ（鳥の巣団地）

②平賀奈津子（長江団地〉　③山本多恵（庄手）

●
選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

毎
年
－
月
－
日
現
在
で
、
有
権

者
の
申
請
に
基
づ
き
「
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
を

作
っ
て
い
ま
す
。
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
は
、
1
月
1
0
日

目
で
に
市
農
業
委
員
会
へ
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
H
向
市
に
住
所
が
あ
る
方

②
2
0
歳
以
上
の
方
（
今
年
の
場

合
は
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）

③
耕
作
面
積
が
1
0
ア
ー
ル
以
上

あ
る
方
か
、
ま
た
は
、
そ
の
方

の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

で
、
年
間
の
耕
作
従
事
日
数
が

’

■

静電生；涯詳知
清掃課からのお知らせ

　　　　　　　〈不燃ごみの出し方〉

①スプレー缶・カートリッジ式ガスボンベは、穴を空けて

　出してください。

②空きビン類は、中身を出し栓やふたを取って軽く水洗い

　をして出してください。

③割れたビン、陶磁器類は新聞紙などに包んで出してくだ

　さい。

④乾電池は、透明の袋に入れて出してください。

⑤大型家電製品・大型家具・自転車・机・いすなどは、直

　雪持ち込んでください。

※平成7年1月19日から2月10日までの間は、粗大ごみ処

理施設の基幹的整備に入りますので、その期間中の不燃ご

みの持ち込みは、できるかぎり控えてください。

せ
～
ら
0

ズ／／「ヂ〃ア

　
　
泊
M

　
　
一
【
〔

　
　
メ
（
U
　
　

　
　
刀
F

　
　
ン
～
四

　
　
イ
ー

60

勛
ﾈ
ヒ
の
方

　
申
請
書
は
、
E
月
中
に
送
付

し
ま
す
が
届
か
な
か
っ
た
方

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
容

内
線
2
2
3
1
～
2
2
3
3
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
．

●
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
入
学
金
や
授
業
料
、
ア
パ
ー

ト
の
敷
金
、
家
賃
な
ど
の
入
学

時
や
在
学
中
に
必
要
と
な
る
資

金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し

て
、
国
民
金
融
公
庫
の
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
一
が
あ
り
ま
す
。

◇
融
資
限
度
額
1
1
㎜
万
円

◇
融
資
期
間
1
1
8
年
以
内

◇
返
済
方
法
1
1
元
利
均
等
毎
月

払
（
ボ
弓
ナ
ス
併
用
払
も
可
能
）

◇
利
率
1
1
年
鮒
％

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
国
民
金
融
公

庫
延
岡
支
店
（
盈
0
9
8
2
1

33
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6
3
ー
ユ
）

ぼ
し
ゅ
う

●
第
1
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ

　
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者

　
新
春
の
日
向
路
を
か
け
る
「
日

向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
、

◇
日
時
1
1
2
月
5
日
（
日
）
午
前

8
時
3
0
分
受
付

◇
場
所
1
1
細
島
工
業
港
「
港
の

森
公
園
」

◇
参
加
資
格
目
小
学
4
年
生
以

上
の
健
康
な
方

◇
参
加
料
1
1
小
・
中
学
生
　
1

0
0
0
円
、
高
校
生
　
1
5
0

0
円
、
一
般
3
0
0
0
円

◇
申
込
締
切
1
1
1
月
2
0
日
（
金
）

必
着
◇
申
込
方
法
1
1
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
参
加
料
を

添
え
て
事
務
局
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市

教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
内
日

向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局
（
實
内
線
2
4

5
5
）

●
近
鉄
球
団
補
助
員
の
募
集

　
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
9
5
春

季
キ
ャ
ン
プ
の
補
助
員
を
募
集

平成6年度生涯学習フ■スタ

　「生きがい・創造・まなびあい」をテー

マに、生涯学習フェスタを開催します。

年に一度の生涯学習のお祭りです。楽し

い講座をたくさんそろえて皆さんのお越

しをお待ちしています。
◇日時　2月10日〔金）一12日旧｝

◇場所　市中央公民館、文化交流セン
　　　　ター等
◇内容

　（1）生涯学習推進大会

　　　　　　　2月12日（日）午前9時～

　　　記念講演　松村　満美子

　　　　　　　（元NHKアナウンサー）

　　　演題　「高齢社会と生涯学習」

　（2）生涯学習ミニミニ教室

　　　　花づくり、子どもワープロ、郷

　　　土の文化財探訪、ビデオの取り方、

　　　アニメ映画ほか
　（3）生涯学習ふれあい広場

　　　　環境問題討論会、フリーマー
　　　ケット、喫茶コーナー、郷土出身

　　　日本画家作品展、百人一首に親し

　　　もう、ガールスカウトと一緒に

◇問い合わせ　市教育委員会社会教育課

　　　　　　　　（雪内線2423）

※詳しくは「生涯学習だより」でお知ら

　せします。

し
ま
す
．
、

◇
雇
用
期
間
1
1
2
月
上
旬
～
下

旬
（
予
定
）
の
約
ー
カ
月
間

◇
募
集
人
員
1
1
3
0
名

◇
勤
務
場
所
1
1
お
倉
ケ
浜
総
合

公
園
、
大
王
谷
運
動
公
園

◇
勤
務
内
容
目
①
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
及
び
用
具
運
搬
、
②
打
撃

練
習
時
の
捕
手
及
び
外
野
で
の

ボ
ー
ル
拾
い
、
③
そ
の
他
、
球

団
関
係
者
の
指
示
に
よ
る

◇
勤
務
条
件
1
1
近
鉄
野
球
株
式

会
社
の
臨
時
要
員
就
業
規
定
に

よ
る
（
球
団
雇
用
）
。
①
勤
務

時
間
は
、
原
則
と
し
て
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
（
定
時

的
な
休
憩
な
し
、
弁
当
持
参
の

こ
と
、
時
間
外
勤
務
有
り
）
、

②
賃
金
は
、
5
5
0
0
円
　
口

（
支
払
い
は
最
終
日
）

◇
応
募
資
格
1
1
原
則
と
し
て
、

18

ﾎ
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
健
康
な

男
性
で
、
次
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
者
．
．
①
野
球
や
補
助
員
の

経
験
が
有
る
者
．
、
②
グ
ロ
ー
ブ

を
持
参
で
き
る
者
．
．
③
全
期
間

を
通
し
て
勤
務
で
き
る
者
（
4

勤
1
休
の
予
定
）
。
④
未
成
年

者
の
場
合
は
、
保
護
者
の
承
諾

が
得
ら
れ
る
者
。

◇
申
込
期
間
1
1
1
月
5
日
目
木
）

～
1
月
3
1
口
（
火
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
近
鉄

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
ロ
向
協
力
会
事

務
局
（
倉
内
線
2
6
3
5
）

●
県
立
中
部
高
等
技
術
専
門
校

　
の
入
校
生
（
2
次
募
集
）

◇
募
集
人
員
1
1
電
子
機
器
科

（
1
3
名
）
、
電
気
設
備
科
（
8
名
）
、

O
A
事
務
科
（
女
性
の
み
1
5

名
）
、
建
築
技
術
科
（
3
名
）

◇
応
募
資
格
1
1
高
等
学
校
卒
業

以
h
（
平
成
7
年
3
月
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
）

◇
訓
練
期
間
1
1
1
年
間
（
平
成

7
年
4
月
～
平
成
8
年
3
月
）

◇
願
書
受
付
1
1
2
月
1
口
～
3

月
1
5
日

差
選
考
試
験
日
1
1
3
月
2
2
日

◇
選
考
方
法
1
1
筆
記
試
験
、
適

正
検
査
、
面
接

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
県
立
中
部
高

等
技
術
専
門
校
（
倉
0
9
8
3

1
2
3
1
0
5
2
3
）

’95新春たこあげ大会

◇と　き　1月8日旧一F後ユ2時30分～

◇ところ　日向岬グリーンパーク　　’

◇内容手作りたこの大会で、参加料
　　　　　は無料です，

※たくさんの商品が準備してあります、

ふるってご参加ください，

’3



レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス倉52－2000へ

歯科医師会だより

　前回まで主に顎関節症の原因に

ついてお話ししましたが、今回か

らその治療法についてお話ししま
す。

　顎関節症の治療法には．大きく

分けて全身的治療法と局所的治療

法があります，

　まず、全身的治療法としては、

精神的緊張やストレスを取り除く

こと、つまり内科医、神経科医、

整形外科医と相談しながら治療を

行うことが大切になってきます、

局所的治療法には、噛み合わせに

ズレはないか、抜けた歯はないか、

親知らずはどんな生え方をしてい

るか、また歯軋りなどの悪習癖は

ないかなど入念な検査が必要とな

ります。

　また、生まれつき関節に異常が

ある場合等は、外科的治療の対象

になることもあります。

　しかし、あごの関節は複雑で特殊

な構造からできており、周囲の筋肉

や組織とも密接な関係があるため、

そのバランスを崩さないような治療

が大切です，このようなことからあ

ごの病気は、その治療も難しくなか

なか治りにくい病気です。患者さん

は、根気強く回復への努力を払わな

ければなりません。

親子映写会
丁．夢かぎりなく

　〔劇映画・引分．．．

②がんばれ！盲導犬サーブ

　　　　　・2ア分11

市中央公民館・日向入錫ライブラリー

1月菅8日（水）19：00～

市中央公民館　視聴覚室

○乳幼児の健康診査
　3か月児健診（毎月第2・4金曜日）
日　時◇1月13日、27日　　　13：00～ユ3：30受付

場　所◇日向市健康管理享鼠容内線2181・2182）

対　象◇平成6年ユ0月生まれ

　7か月児健診（毎月第3金曜日）

日　時◇1月20日　　　　　　13：00～14：00受付

場　所◇日向市健康管理二lr（盈内線2181・2182）

対　象◇平成6年6月生まれ

　1歳児健康相談（毎月1回）

口　時◇1月ll日（水〕　　　13：00－14：00受付

場　所◇口向市健康管理叡含内線2181・2182）

対　象◇平成5年12月生まれ

　1歳6か月児健診（毎月1回）

日　時◇1月18日〔水）　　　13：00～14：00受付

場　所◇日向市健康管理ぎ∫＝（8内線2ユ81・2182）

対　象◇平成5年6月生まれ

　3歳児健診（毎月第1金曜日）

日
場
対

時◇1月61i（金）　　　13：00～14：00受付

所◇日向市健康管理折（盈内線2181・2182）

象◇平成3年9月生まれ

01月の休日在宅医

主
と
■
■

　　納税メモ（1月）

’市　県　民　税　　　4期

国民健康保険税　　　　7期

一納税で住みよい日向のまちづくり一

悪
1
　
　
　
q
・

血
3か月児・7か月健康診査
・身体計測〔身長・体重｝

・問　　診

（銀漢褄軽期
・小児科医診察

・集団指導

1歳児健康相談

・身体計測　　・問診
・育児七日育三、弥難、＝つ、．て

・栄養指導

1歳6か月児・3歳児健康診査

・身俸計測・問診・内程6参察

・歯科診察・集1．月指導

※母子健康手帳も忘れずに’

，

1口

三股リ凹目　q村・タト・整タト・胃腸科君綿〕0034）　尾崎”艮弔手　（雪
ｾ⇒　5600）　　／計糸含黎【矢1完　　q勺　・　f盾環器手十君を£｝2459）　　寺尾医1完

iタト・産と如｝ノ、手十8．冠｛〕1447｝

2H
渡辺病院（産婦・泌尿器科君騨101D　ノく生堂医院〔内・整外・
ヰ潔ﾈ燈紬891〔）♪古田医院（内・小児・放射線科燈騒440D
�mクリニック　〔泌尿器科費⑫5488）

3日
干代田病院（外・野外・胃腸・皮・麻酔・内・神内・放・理
w診療辻君諺711D　柳田医院〔産婦人科雪動2950）　瀧井
a院（内・精神科雪詑12⑳9）

8日

武富医院　〔皮膚科5廼15522）　田中病ll完　〔内・放・精神・神経科費．碕221D　日向内科（内・判り己・胃腸科目3う0880）

ﾂ原医院（産婦・肛門科君6310591

15日
「ケ尻医院（整外・理学診療科君5⇒5557）康田医院（産婦
l科田荘7788）松岡医院（内科倉勘5407）沼川医院（皮・
蜚A器科燈範137851　　　　　一

16日

浦L医院（内・外・胃腸科君領129361　稲原医院（眼科盈謁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2209）　鮫島病院〔精神・内・放射線科倉鋤680D　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

22日

黒木医院（内科・診6055）　萩原眼科〔君637222）　山元医

29日
甲斐医院（外・胃腸科倉磯50（1ω児玉医院（小児科君．寵12530）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ﾀ部医院（内・循環器科費設｛14788）　　　　　　　　　　　　一

人口と世帯　房．12．　「・ll捕胱

世　帯　数　　2〔工，258世帯　ト21；

ノ、　　　　　「］　　　　58．6r｝5　ノ＼　　　「十171

※当番医が変わることがあります。テレホンサービス（含53－1214）で確認を。

男
女

27，544　人　　｛＋21：1

31、｛161　ノ、　 〔一4｝

ピリオド

　皆さんは、どんな座右の銘をお持ちで

すか　私にとっては、「一期一会」という

言葉です．

　一期一会とは、一生に一度の出会いを

意味します，

　今年は、広報を通してどのくらいの人に

出会えたでしょうか＝また、来年は．どの

　　　　　　　　　　　　　　礁

くらいの人に会うことができるでしょうか

　一期．・会を大切にして．一人でも多くの

人に出会い、少しでも多くのことを学びた

いと思います＝そして、広報で皆さんに紹

介します＝

　来年も頑張ります．皆さん．良いお年を！

　　　　　　　　　　　　　〈Y＞
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